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1）、2006 年 4 月～2008 年 9 月までの期間、毎月 1 回、ホッキガイ、海水、底質の採集





獲物から 10 個体を採集した。 
 
②海水サンプル 
採水は、図 2 に示した採水器を用いて、海底上方 0.1ｍの 1 層で行った。脂肪酸の抽
出用試料として約 20L、安定同位体比の分析用試料として約 2L、粒状有機物組成の検





ト内に内径 35mm のアクリルコアラーを差し込み、表面から 2cm 深までの底質と底質













50ml を採取して遠沈管に移し、一晩静置した。その後、上澄み液 40ml をピペットで静


















  各々の検鏡用試料は、粒状有機物を攪拌して懸濁させ、マイクロピペッターで 0.3ml










位体比測定用に約 0.1mg、窒素安定同位体比測定用に 0.8～1.0mg をスズコンテナーに




GF/F フィルターで約 2L 濾過した。無機炭素を除去するために、濾過が終わる尐し前に
























ホモジナイズし、保留粒子径 5μm の濾紙（直径 110ｍｍ）で濾過した。これを 2 回繰
り返し、濾紙上に残った閉殻筋は、ドラフト内で風乾させ、安定同位体比の分析用試
料とした。脂質の抽出液に 1/5 量の生理食塩水を加えよく攪拌した後、冷暗所で 1～2
時間静置した。下層のクロロホルム‐メタノール層を回収し、溶媒をエバポレーター















  ③底質サンプル 











マトグラフは、水素炎検出器（FID）を装着し、Omega wax 250 (SUPELCO 0.25mm i.d.
×30m) のカラムで脂肪酸を分離した。キャリアーガスは窒素ガスを用いた。インジェク

























 図 3 は、調査定点における水温および塩分の季節変化である。 
 １）水温 
調査期間を通して、水温は 8 月から 9 月にかけて最も高くなり、2006 年では 8 月に表
層で 24.2℃、底層で 22.1℃、2008 年では 9 月に表層で 23.3℃、底層で 22.0℃であった。





  表層の塩分は、多量の降雨に伴う陸水流入の影響により、2006 年 7 月、2007 年 7 月、
2008 年 9 月にそれぞれ 22PSU、27.7PSU、25.6PSU を示したが、その他の時期の塩分
は 32PSU 前後であった。底層の塩分は、悪天候の影響をほとんど受けずに 30.6PSU～






















 図 6 は、ホッキガイ閉殻筋、海水サンプル、底質サンプルの炭素安定同位体比（δ13C）
および窒素安定同位体比（δ15N）の季節変化である。 
 ホッキガイ閉殻筋のδ13C は－16.10‰～－16.73‰、δ15N は 6.89‰～9.93‰で、季節を
通して大きな変化は見られなかった。海水サンプルのδ13C は－20.14‰～－22.92‰、δ15N
も 2.64‰～6.75‰の範囲で変動し、δ15N のほうがδ13C よりも変動幅が大きかった。しか
し、その季節的な変動パターンは異なっており、δ13C は 2007 年 1 月に最も低い値の－
22.92‰を示し、その他の月では－20‰から－22‰の間で変動していた。一方で、δ15N は
2008 年 5 月に最も低い値の 2.64‰を示し、2006 年 10 月に最も高い値の 6.75‰を示した。
底質サンプルのδ13C は－19.69‰～－20.95‰の範囲で変動したが、その変動幅は 1.26‰で、
海水サンプルと比べると小さかった。また、δ15N は、2008 年 5 月の 3.98‰から 2008 年
4 月の 6.46‰まで変動し、その変動幅は 2.48‰でδ13C よりも大きかった。 
図 7 はホッキガイ閉殻筋および環境中の粒状有機物のδ13C、δ15N の平均値をプロット
した C‐N マップである。ホッキガイ閉殻筋のδ13C は－16.44±0.21‰、δ15N は 8.89±
0.71‰であった。一方、海水サンプルのδ13C は－20.98±0.74‰、δ15N が 4.43±1.24‰















C20:5n-3 であった。SFA は C16:0 のほかに、C14:0、C18:0、C20:0 が検出され、調査
期間を通してこれらの構成割合の変動は小さかった。一価不飽和脂肪酸（MUFA）は
C16:1n-7、C18:1n-9、C18:1n-7、C20:1が検出された。PUFAはC18:2n-6、C20:2、C20:4n-6、
C20:5n-3、C22:6n-3 などが検出され、特に C20:5n-3 と C22:6n-3 の割合が調査期間を通
して大きかった。奇数鎖脂肪酸である C15:0、C17:0 も検出されたが、構成割合は非常に
小さかった。 







SFA の C14:0、C16:0、C18:0 であった。また、ホッキガイ体組織の脂肪酸組成とは異な
り、脂肪酸組成の構成種と構成割合に変動が見られた。C16:1n-7 は夏季に割合が大きく
なる傾向が見られ、2007 年 5 月に約 24.1％と最大になり、それ以外の月では 10％前後
であった。ホッキガイ体組織中に多い C20:5n-3 や C22:6n-3 などの割合は周年小さく、







様の傾向が見られ、構成割合の大きい脂肪酸は、SFA の C14:0、C16:0、C18:0 であった。
2007 年 1 月には C15:0 の割合が最も大きかった。ホッキガイ閉殻筋中に多い C20:5n-3
や C22:6n-3 などの割合は海水サンプルよりも小さく、どちらも約 5％以下であり、

































珪藻は C20:5n-3 を多く含み、また、C16:1n-7/C16:0 比が 1 よりも大きいことも特徴の一
つである（Dunstan et al.，1994；Viso and Marty，1993；Volkman et al.，1989）。また、
C22:6n-3 は渦鞭毛藻（Mansour et al.，1999）、繊毛虫（Zhukova and Kharlamenko，1999）、
動物プランクトンなどが含有し、奇数鎖脂肪酸と C18:1n-7 はバクテリア（Perry et al.，
1979）、C18:2n-6 と C18:3n-3 は海藻あるいは海草由来（Li et al.，2002；Kharlamenko et 
al.，2001）であると言われている。その他に、C20:1n-9 と C22:1n-11 の両方の脂肪酸を含
有することは動物プランクトンの指標である（Falk-Petersen et al.，2002）とされ、また、








カーとして用いられている C16:1n-7 の割合は小さく（約 3.6～5.5％）、C16:1n-7/C16:0 の
値も小さかった（約 0.274）。ホッキガイと同じバカガイ科に属するバカガイでも C20:5n-3







されるだけでなく、C16:1n-7 が C18:1n-7 へ鎖長延長したために C16:1n-7 の割合が小さく
なっているのであろう。 
ホッキガイ閉殻筋と海水サンプルおよび底質サンプルのδ13C 値はそれぞれ 4.54‰、
3.95‰の差があった（図 7）。これは、被食‐捕食間でδ13C が 0～1‰、δ15N が 3～5‰大
きくなる（DeNiro and Epstein，1978；DeNiro and Epstein，1981）という、いわゆる「一
般則」に比べてかなり大きな値である。二枚貝類の安定同位体比の分別係数（濃縮係数；
被食‐捕食間の同位体比値の差）について、鈴木（2008）はイソシジミを材料とした飼育



























C22:6n-3 は、ホッキガイ体組織中の食物由来の脂肪酸のなかで 2 番目に割合が大きい脂
肪酸であり、渦鞭毛藻・繊毛虫・動物プランクトンに多い。ホッキガイは懸濁物食者であ
り（佐々木，1992）、ホッキガイの胃内容物の観察の結果からみて、動物プランクトンを直
接摂取することはほとんどない。渦鞭毛藻は C22:6n-3 と共に C18:4n-3（Mansour et al.，
1999）、繊毛虫は C22:6n-3 と共に C18:2n-6 と C20:4n-6 がマーカーとして用いられている
（Zhukova and Kharlamenko，1999）。ただし、C18:2n-6 や C18:4n-3、C20:4n-6 はいく
つかの海藻類・海草類にも多いことが確認されているが（Li et al.，2002；Kharlamenko et 
al.，2001）、それらの海藻からは C22:6n-3 は検出されていない。 
PUFA は SFA や MUFA に比べて分解されやすく、有機物の「新鮮さ」を示していると





存在していないと考えられるため、ホッキガイ体組織中の C18:2n-6 や C20:4n-6 は海藻由
来ではなく、渦鞭毛藻や繊毛虫由来であると考えられる。すなわち、C22:6n-3 の割合が大
きく、それと共に C18:2n-6 や C20:4n-6 が検出されたことは、渦鞭毛藻や繊毛虫が食物と
して寄与していることを示すものであろう。 
 
脂肪酸組成の分析によると、有孔虫 3 種の脂肪酸組成について、PUFA の割合が大きい
Globocassidulina subglobosa と Quinqueloculina seminula は珪藻を選択的に摂食し、SFA
の割合が大きいThurammina albicansは他の 2種よりもデトライタスを多く摂食している
という関係が知られている（Suhr et al.，2003）。また、Silina and Zhukova（2007）は、
ホタテガイ Patinopecten yessoensis の食物に関して、ホタテガイ消化管の脂肪酸組成にお
15 
 
いては n-3PUFA が多い一方で、バクテリア由来の脂肪酸が尐なく、さらに SFA である
C18:0 の割合も小さいということは、ホタテガイの食物へのデトライタスの寄与は重要では
ないことを示すものであると述べている。ホッキガイの脂肪酸組成では、デトライタスに














底質の脂肪酸組成の分析をし、珪藻に多い C20:5n-3 と C16:1n-7 の割合をそれぞれ 9.4±
1.6％、21.1±3.1％としている。これに比べて本研究での、食物供給層の底質サンプルの粒
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